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1.チャンネル1入力
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XLRとTRSフオン ・ プラグを接続可能な音声信号の入力端子です。 TRSフオン端子はアンバランスフオン ・ プ

ラグも使用可能です。 またそれぞれの端子は並列接続になっておりますので、 片方を入力、 もう片方をバラレル

出力用の端子として使用する事ができます。

TRSフオンプラグ設定：TIP／プラス、 RING／マイナス、 SLEEVE／アース

XLR端子設定：PIN3／マイナス、 PIN2／プラス、 PIN1／アース

2.チャンネル2入力

XLRとTRSフオン ・ プラグを接続可能な音声信号の入力端子です。 丁RSフオン端子はアンバランスフオン ・ プ

ラグも使用可能です。 またそれぞれの端子は並列接続になっておりますので、 片方を入力、 もう片方をバラレル

出力用の端子として使用可能です。

TRSフオンプラグ設定：TIP/プラス、 RING／マイナス、 SLEEVE／アース

XLR端子設定：PIN3／マイナス、 PIN2／プラス、 PIN1／アース

3.排気口

ツイン ・ スピー ドの冷却ファンによりアンプ使用時に内部を冷却します。 前面の吸気口をふさいだり、 密閉され

たラックにマウントしないでください。 アンプのオーバー ヒ ート、 故障の原因になります。

4.チャンネル1スピー カ ー 出力(バインディングポスト）

チャンネル1のスピー カ ー 出力です。 接続方法は6ページ目のセットアップを参照してください。

5.チャンネル2スピー カ ー 出力(バインディングポスト） 

チャンネル2のスピー カ ー 出力です。 接続方法は6ページ目のセットアップを参照してください。

6. モノラル ・ ブリッジ／ステレオ切り替えスイッチ

このスイッチでステレオもしくはモノラル ・ ブリッジモ ー ドの切替を行います。 スイッチを押さなければステレ

オ ・ モ ー ド、 スイッチを押すとモノラル ・ ブリッジモ ー ドになります。

7. A/C電源入力

このケ ー ブルを標準100V電源コンセントに挿入してください。 必ずアンプの定格電圧と合致した電圧であるこ

とを確認してください。
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オペレー ティング・モ ー ド

1.ステレオ ・ モー ド

まず音源ソ ースの入力端子をアンプのチャンネル1、 およびチャンネル2に接続してください。 次にアンプ背面

にある出力端子にスピー カ ーを接続します。 この時、 フロントパネル上にあるゲイン ・ コントロールが最小レベ

ルまで下げられているのを確認して（最も左回りの状態）アンプの電源を入れます。 次に入カソ ースの出カレベ

ルを上げます。 出力音量を調節するには、 フロントパネル上にあるゲイン ・ コントロールを使います。 出力音量は、

クリッピングが発生しない程度に上げてください。 ただし、 クリップ信号が時々点灯する程度ならOKです。

2.モノラル ・ ブリッジ ・ モー ド

アンプを含めすべての音響機材の電源がOFFであることを確認してください。 ステレオ／モノラル ・ ブリッジ ・

スイッチをモノラル ・ ブリッジに切替えます。 次に入力信号をチャンネル1に接続してください。 次にアンプ背

面に配置された、 赤い出カバインディング ・ ポストの端子にスピー カ ーを接続します。 ここで音響機材の電源を

ONにしてください（アンプの電源は最後に入れるようにしてください）。 アンプに入カソ ースの信号を送信し

ます。 アンプの出カレベルを調節するには、 チャンネル1のゲインを操作してください。

モノラル ・ ブリッジ ・ モ ー ドでアンプを使用した場合、 出力端子の電圧は全体で100V以上に達し、 時にはそれ以上

に高電圧になることもあります。 よって配線は、 完全に絶縁されたスピー カ ー ケ ー ブルを使ってください。 また最

小負荷は80以上になるようにしてください。

セットアップ

1．入力端子
1チャンネルにつき、 2種類の入カコネクタ ーが装備されています。 XLR端子はバランス仕様対応です。 TRSフ

オン端子はバランス／アンバランス ・ コネクタ ーの両方に対応しています。 これらの接続端子を使い、 ミキサ ー

やチャンネルデバイダー等の出力端子を接続します。 5メ ートルを超えるケ ー ブルを使用する場合、 バランス仕

様による接続をお勧めします。 5メ ートル以内のケ ー ブルの場合、 アンバランス仕様のフオン端子も使用できます。

既成のケ ー ブルが多数出回っている為、 アンバランス仕様のフオン入力は手軽な接続方法ともいえます。 またそ

れぞれの端子は並列接続になっておりますので、 片方を入力、 もう片方を出力用の端子として使用する事ができ

ます。

使用例：XLRケ ー ブルをチャンネル1入力に接続します。 チャンネル1フオン入力端子に接続したケ ー ブルを、

他のアンプのチャンネル1入力端子に繋いでバラレル接続をすることができます。
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2.出力端子

バインディング ・ ポスト／バナナプラグ：アンプ背面にあるバインデイング ・ ポスト出力端子に、 スピー

カ ーを接続します。 ステレオモー ドの場合、 チャンネル1およびチャンネル2出力端子に接続します。 スピー カ ー

ケ ー ブルのマイナス ・ リー ドをアンプ バインディング ・ ポストの黒端子に、 プラス ・ リー ドを赤端子に接続す

るようにしてください。 モノラル ・ ブリッジ ・ モ ー ドの場合、 チャンネル1およびチャンネル2それぞれの赤夕
ー ミナルに接続してください。 正しい極性設定はスピー カ ーの位相反転を防ぎ、 結果として低音が損なわれるこ

とを防止します。
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スペック

CP600 CP400 

出力 ステレオモ ー ド 200W+200W (Sohm) ステレオモ ー ド1oow+ 1 oow (Sohm) 

290W+290W (4ohm) 130W+ 130W (4ohm) 

ブリッジモ ー ド 600W (Sohm) ブリッジモ ー ド280W (Sohm) 

入力端子 XLR/TRSフオン

出力端子       バインディングポスト

周波数特性 20Hz~20kHz 

THD&N 〇.05% (20dB~20kHz)

入力感度 +4dBu 

入カインピー ダンス 11kohm 

ダンピングファクタ ー 200 

ハム＆ノイズ -102dB -100dB

ゲイン 40dB 

冷却機構 2スピー ドDCファン

消費電力 215W 120W 

寸法 ・ 重星 48.3(W) x 4.4(H) x 44.5(D)cm、11.9Kg 48.3(W) x 4.4(H) x 27.1 (D)cm、6.6kg

保証書

保証書
ご使用中に万 一 故障した場合、 本保証書に記載された保証規定により無償修理申し上げます。

お買い上げ日より1年間有効
■保証規定
保証期間内において、 取扱説明書•本体ラ ベルなどの注意書きに基づき正常な使用方法で万一 発生した故障については、 無料で修理致

します。 保証期間内かどうかは、 サウンドハウスからのご購入履歴により確認を行います。 保証期間は通常ご購入日より1年ですが、

商品によって異なる場合があります。但し、 保証期間内でも、 下記のいずれかに該当する場合は、 本保証規定の対象外として、 有償の

修理と致します。

1. お取扱い方法が不適当（例：ボイスコイル焼けなどの故障等） なために生じた故障の場合

2. サウンドハウス及びサウンドハウス指定のメ ー カ ーや代理店が提供するサー ビス店以外で修理された場合

3. お客様自身が行った調整や修理作業が原因となる故障およぴ損傷。 もしくは、 製品に対して何らかの改造が加えられた場合

4. 天災（火災、 塩害、 ガス害、 地震、 落雷、 及び風水害等） による故障及び損侮の場合

5. 製品に何らかの理由で異物が付着、 もしくは流入したことによる故障及び損偽とみなされた場合

6. 落下など、 外部から衝撃を受けたことによる故障及び損傷とみなされた場合

7. 異常電圧や指定外仕様の電源を使用したことによる故障及び損偏とみなされた場合（例：発電機などの使用による異常電圧変動等）

8. 消耗部品（電池、 電球、 ヒュ ー ズ、 真空管、 ベルト、 各種パ ー ツ、 ギタ ー 弦等）の交換が必要な場合

9. 通常のメンテナンスが必要とみなされた場合（例：スモ ー クマシン等の目詰まり、 内部清掃、 ケ ー ブル交換等）

10. その他、 メ ー カ ー や代理店の判断により保証外とみなされた場合

●運送費用

通常、 修理品の発送や持込等に要する費用は全てお客様のご負担となります。但し、 事前に確認のとれた初期不良ならびに保証

範囲内での修理の場合は、 弊社指定の運送会社に限り着払いにて受け付けます。 その際、 下記RA番号が必要となります。 沖縄な

どの離島の場合、 着払いでの受付は行っておりませんので、 送料はお客様のご負担にて、 どこの運送会社からでも結構ですので

発送願います。

●RA番号（返品承認番号）

サウンドハウス宛に商品を送る際は、 いかなる場合でもサポ ー ト担当より通知されるRA番号を必要とします。 また、 初期不良ま

たは保証期間内の修理における着払いでの運送についても、 RA番号が必要です。 ご返送される場合は、 必ずRA番号を送り状に

明記してください。 RA番号が無いものについては、 着払いは一切お受けできませんのでご了承ください（お客様のご負担の場合

はどの便でも結構です）。

●注意事項

サウンドハウス保証は日本国内のみにおいて有効です。 また、 いかなる場合においても商品の仕様、 及び故障から生じる周辺機

器の損害、 事業利益の損失、 事業の中断、 事業情報の損失、 又はその他の金銭的損失等の損害に関して、 サウンドハウスは一切

の責任を負いません。

加えて、 交換や修理等 には当初の予定よりも時間を要することがありますが、 遅延に関連する損害についても一切の責任を負い

ません。 また、 原則として代替機は、 ご用意しておりませんのであらかじめご了承ください。
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